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This report focuses the bay, especially the bays in Japan as the subject area of research. It is consisted of two 
points of views: geographical features and individual ports and waterfronts. 
            The general aim of this research is to: 1. Systematize (classify patterns) bays of Japan with each shape. 
2. Classify patterns of ports and cities around bays from topographical conditions 3. Elucidate patterns and 
transitions of ports and cities at each bay.  Furthermore, this study analyzes modern age (Meiji 20s) as the 
standard. Then, mentions historical changes of individual ports and cities for various time periods based on 
modern age. 
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１．	 はじめに	 
  (１)研究背景 
日本における東京、大阪、名古屋をはじめとした
現在の主要都市には内陸部と沿岸部を結ぶ河川系
がある他に、沿岸部に「湾」という存在があること
を確認した。 
湾という自然形態は、都市を包容する役割及び
人々が居住する場所（都市、港町、集落等）と深く
関連しているのではないかと感じている。 
	 湾は、港町や都市を形成、発展及び日本列島によ
る海上ネットワークの繁栄の要因になりうるのだ
ろうか。 
	 (２)研究目的 
	 「水都学Ⅰ」[１]において日本を含めた世界の港
町や水都の立地環境の分類がある。長い歴史を通し
て多種多様な環境の中で、港町や水都として形成、
発展してきた。その分類の中に湾という自然形態も
含まれる。本研究の目的は、日本における湾形態の
体系化及び、湾内に形成された港町・都市の地理的
特徴及び変遷を明らかにすることである。 
	 (３)研究対象地と研究方法 
	 本論部の研究対象地は、日本における 189 の湾を
対象としている。 
	 研究方法は、まず既往研究を整理し分類する上で
のキーワードを確立する。 
近世〜近代（主に明治 20 年代）における湾形態及
び港町の立地、自然環境について大きなスケールで
比較する。主に用いるのが 1884（明治 17）年〜1893 
 
（明治 26）年の全国の地図を掲載した『幕末・明治
日本国勢地図：２０万分の１図集成』,柏書房用いる。 
	 次に湾内における港町や流域圏の都市に周防店
を当て、①都市の立地場所②都市の背後の形態③河
川の有無の３つの項目である。 
	 近世後期〜近代初期を基盤とし対象となる都
市・港町の特徴・変遷を探る。 
 
 
	 ２．既往研究の整理 
本論文は、湾に着目して①スケールの大きな地形
とう視点からの研究と②個々の港町や水に関する
都市の研究の 2 つの軸から構成される。基盤となる
2 つの分野の研究を整理した。	 
地形による研究では、樋口が『日本の景観』[2]
で日本人の自然観やそれに関係した地形、居住地と
関連づけて述べている。また樋口は景観に影響を及
ぼすものは、地形であると考え、景観の類型かつ居
住地（都市や村落）の地形的類型をしている。	 
続いて港町の研究に関しても、海上交通やそのネ
ットワークを知る上で、構造を理解しておく必要が
ある。	 
	 とりわけ海上交通のネットワークに関して、中世
では市村[３]、近世では岡本[4]及び斉藤[5]が述べ
ている。	 
	 市村は、中世列島諸地域で回廊として機能する内
海において、ほかの航海圏とリンクしつつ、連鎖的
に列島をめぐる廻船ルートが形成していたという。
また列島においては、港町が河川・陸路と海をつな
ぎ、内海が港町と地域を結びつけ、地域経済圏を成
立する舞台となっていたという。つまり湾街は、港
町と列島諸国を結ぶ役割を担っているのである。	 
	 
３．湾形態とその分類	 	 
	 第 1 章として湾形態そのものの分類を行う。	 
多くの湾形態をみると、いくつか共通するところが
ある。図１が、代表的な湾形態である。	 
	 
	 	 	 	 	 
図− １	 代表的な湾の形態	 
	 
またこの他に、細かく分類を行った。①地域（全国
8 区分）②湾の大きさ（大湾、支湾、小湾２種：外
海か内海）③都市の立地に着目する。	 
	 通常都市の立地は大小区別なく湾奥に立地して
いることが多い。とりわけ小さな湾では、その傾向
は顕著である。	 
	 また函館（北海道）や山川（鹿児島）など、大き
な湾や半島の入江部分に多く港町が立地している。
半島の部分が海からの象徴となるという。	 
近代以降の港湾は、水深が必要な為、奥側より側面
に形成されやすい。	 
	 
４．湾を舞台とした都市・港町の分類	 	 
	 第２章として、湾内に形成された都市及び港町の	 
立地条件により、都市を分類した。類型する上での
要因となるのは、①対象となる都市・港町の背後の
形態②河川の有無、有する場合は、河川の規模	 
③対象となる都市・港町の立地場所である。これら
を組み合わせたものと、どれにも当てはまらない特
殊型と併せて 11 の類型に分かれた。	 
	 日本に多く存在する港町の地形的特徴はとして
は、山に囲まれた小さな平地であった。ここに河川
があり河川河口あるいは、少し離れた場所にまちが
形成される類型も多く存在した。	 
	 
５．湾を舞台とした都市・港町の分類	 	 
	 第３章では湾形態の変化として、干拓と埋立を扱
った。干拓は、中世に農地拡大として始まり、有明
海や児島湾などで古くから行われてきた。[6]	 
一方埋立は、初期は岡山の旭川にみられるような河
川浚渫[7]とともに行われていた。現在は、東京湾
や大坂湾に見られ沖合の最終処分場が形成されて
いる。	 
	 湾内に限らず干拓や埋め立てが起こりやすい環
境として河川河口や島が近くに存在し陸続きにし
やすい所が多い。埋立ては前へ進み、湾の大きさ及
び形態は変化している。	 
	 
６．結論	 
	 湾という自然形態は、内海で閉ざされた中に流域
圏、商圏をつくり、他の地域との交易をする役割を
していることが分かる。	 
	 湾の体系化として様々な類型化を行ったが、複雑
な湾形態もいくつかの類型に分けられることがか
のである。	 
また、時代ごとの特性を生かした湾内による港町の
分布がみられた。	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